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第５回東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会 

議 事 概 要 

 

事項 第５回 東播磨・北播磨・丹波(加古川

流域圏)地域総合治水推進協議会 

出席者 （随行者・事務局除く） 

３７名 

日時 平成 30 年 3 月 19 日(月)  

14:00～16:20 

場所 小野市うるおい交流館エクラ 

大会議室 

内容 
1 開会 

2 開会あいさつ 

3 委員及び出席者紹介 

4 報告事項 

東播磨・北播磨・丹波（加古川流域圏）地域総合治水推進協議会設置要綱の改正につ

いて 

5 議事 

（1）東播磨・北播磨・丹波（加古川流域圏）地域総合治水推進計画の概要および見直し

内容について 

（2）取組み事例の紹介         

・上流域の取組 

・中流域の取組 

・下流域の取組 

・国の取組み 

（3）神戸気象台より情報提供 

6 その他（連絡事項） 

7 閉会 

資料 議事次第 

出席者名簿、配席図 

東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会公開要領 

資料１  東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会設置要綱 

資料２  東播磨・北播磨・丹波（加古川流域圏）地域総合治水推進計画の概要及び見

直しについて 

資料３  東播磨・北播磨・丹波（加古川流域圏）地域総合治水推進計画（変更案） 

資料４  フォローアップシート 

資料５  上流域の取組 

資料６  中流域の取組 

資料７  下流域の取組 

資料８  国の取組み「加古川（国管理区間）における河川改修事業の概要」 

資料９  神戸地方気象台より情報提供「今年度実施した防災気象情報の改善について」 
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1 開会 

 

2 あいさつ（貝塚北播磨県民局長） 

 

3 委員の紹介（事務局） 

 

4 報告事項 

東播磨・北播磨・丹波（加古川流域圏）地域総合治水推進協議会設置要綱の改正につい

て 

⇒「資料 1」の説明を行った。（事務局） 

 

5 議事 

(1) 東播磨・北播磨・丹波（加古川流域圏）地域総合治水推進計画の概要および見直し

内容について 

 ⇒「資料 2」から｢資料 4｣の説明を行った。（事務局） 

 

 (2)取組み事例の紹介 

 ⇒「資料 5」から「資料 8」までの説明を行った。（資料 5：丹波土木事務所、資料 6-1：

加東土木事務所、資料 6-2：西脇市、資料 7-1：加古川土木事務所、資料 7-2：東播磨

県民局総務企画室、資料 8：姫路河川国道事務所） 

 

(3）神戸地方気象台より情報提供 

 ⇒「資料 9」の説明を行った。（神戸地方気象台） 

 

6 その他・連絡事項（事務局） 

 

7 閉会 
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【主な意見】 

 

5（1）東播磨・北播磨・丹波（加古川流域圏）地域総合治水推進計画の概要および見

直し内容について 

1 本協議会を大規模氾濫減災協議会制度として位置付けて、必須の構成員である気象

台を追加するということであったが、本協議会には県民委員も含まれているが問題

ないか。（会長） 

⇒協議会の構成については、必須とされる関係者は法律で規定されている。本協議会

では、法律で規定される構成員以外に、県民委員にも入っていただき、それぞれの

取り組みを共有しながら進めていきたいと考えている。（事務局） 

 

2 加古川では国による協議会も組織されていると思われるが、本協議会との関係は。

(会長) 

⇒国の法定協議会は、国管理区間の沿川を対象にした取り組みであるのに対し、県の

推進協議会としては、直轄部分も含めて広い地域の取り組みとして、国の取り組み

も含めた形で進めていくべきと考えている。 (事務局)  

 

5（2）取組み事例の紹介（上流域、中流域） 

3 森林組合のほうで間伐しようかという話を聞いているので期待している。間伐につ

いてもどんどん推進していって頂きたい。（丹波市県民委員） 

 

4-1 堤防上に桜等が植樹されているが、維持管理はどのように進めるのか。（丹波市県

民委員） 

⇒支障がある場合、個別で地元要望をいただければ、現地を確認して必要な対策をと

っていきたい。（事務局） 

 

4-2 将来的に治水上の問題はないか。（丹波市県民委員） 

⇒桜並木は、治水という観点以外に、地域に親しんでいただくとか、地域の魅力を発

信するという観点も込めて整備されたものである。影響のあるものは除根の他護岸

の補強という方法もある。今後の河川整備のあり方の中で、地域の状況も踏まえて

対応していく課題と認識させていただく。（事務局） 

 

5 加東市のモデル地区の取組みについて、ため池や田んぼダムは個人や地元の所有物

なので地元の協力や話し合いのもと進めて行く必要がある。これからも協力をお願

いしたい。（加東市） 

 

5（2）取組み事例の紹介（下流域、国） 

5（3）神戸地方気象台より情報提供 

6-1 降雨量について、現在は 3 時間予測雨量しかわからないが、将来的に 1 時間ごと

の予測雨量を提供していただくことは可能か。（稲美町県民委員） 

⇒1 時間ごとの降水量を数値として予測することは難しい。しかし、高解像度降水ナ
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ウキャストでは、1 時間先までの降水状況を色分け（きっちりした数字ではない）

でお知らせする情報になっているので、こちらを活用いただきたい。（神戸地方気象

台） 

 

6-2 総合治水の取組みの中で、ためる、備えるについて対応できるようにしている。

担当部署間で協議し、さらに総合治水の取組みに協力できるよう調整して欲しい。

（稲美町県民委員） 

 

7 高砂市は平成 23 年 12 月に台風で大きな被害を受けた。その後、県で工事を行い平

成 31 年度も引き続き工事をするということであるが、早期完了をお願いしたい。ま

た、すばらしい工事であり感謝をしたい。(高砂市県民委員) 

 

8 国道 2 号の加古川大橋の下流側は、数年前の河床掘削工事により河道内樹木が撤去

された。一方、上流側は未だに大きな樹木が繁茂しており、今後の二次掘削工事で

除去する予定はあるか。(高砂市県民委員) 

⇒当該箇所は整備計画流量を確保できていないため、河道断面を大きくする計画はあ

る。ただし、樹木の伐採については、改修計画または通常の維持管理の中で行うか

は未定である。（姫路河川国道事務所） 

 

【まとめ】 

 毎年１回このように情報共有を行うことは非常に良いことである。様々な会議にお

いて管理者間同士で調整や議論をして、一人でも多くの人命、資産を守れるようにし

なければならない。（会長） 

 




